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奄
美
諸
島

に
は
沖
縄

(
本
島
)
の

〈門

中
〉
と
呼
ば
れ
る
父
系

の

p
oQ
p
ヨ
o
蕊

ω
旨

(一ぎ
雷

Oq
。
)
や
内

地

の

〈
同
族
団

〉

の
よ
う
な

一
種

の

づ
暮
困エ

ぎ
窪

αq
①

と
規
定

し
う

る
ほ
ど

の
親
族
組
織

は
存
在
し
な

い
。

し
か
し
南
西
諸
島

の
各
村

落

と
共
通

し
て
、
奄
美
諸
島

の
各
部
落

(
シ

マ
と
呼
ば

れ
る
)

に
も
、
〈
ヒ
キ
V

な

い
し

〈
バ
ラ
〉
系

と

〈
ハ
ロ
ー
ジ
〉
な

い
し

〈
チ

ョ
ウ
デ
ー
〉
系

と
の
親
族

用
語

で
表

わ
さ
れ
る
親
族

組
織

が
併
存

し
、
社
会
生
活

の
様

々
な
場
面

に
複
雑

・
多
様

な
形
態

を
示

し
て
い
る
。

〈
ヒ
キ
〉
系

の
名
称

に
該
当
す

る
も
の

と

し

て
は
、

ヒ
キ
、
チ

ュ
ビ

キ
、

シ
キ
な
ど
、

〈
バ
ラ
〉
系

の
そ
れ

は

バ
ラ
、

パ
ラ
、

チ

ュ
パ
ラ
な
ど
が
あ
る
。
こ
の

〈
ヒ
キ
〉
・
〈
バ
ラ
〉

は
同
義

で
あ
り
、

同

一
部

落
内

に
併
存
す
る
地
域

も
あ
る
。
〈
ハ
ロ
ー
ジ
〉
系

は

ハ
ロ
ー
ジ
、

パ
ル

ジ

な

ど
、

〈
チ

ョ
ゥ
デ
ー
〉
系

は
キ

ョ
ウ
デ

ー
、

ソ
ォ
ー
デ

ン
チ

ャ
ー
な
ど
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
構
造
上
、
〈
ヒ
キ
〉
・
〈
バ
ラ
〉
系

が
、
自
己
を
先
祖
な

い
し
上

位

世

代
者
と
血
縁
関
係
を
辿
り
な
が
ら
関
連
付

け
る
概
念

で
あ
り
、
〈
ハ
ロ
ー
ジ
〉
・

〈
チ

ョ
ゥ
デ
ー
V
系
が
、
自
己
と
両
親

な
い
し
兄
弟
姉
妹
な
ど
と

の
親
子

・
キ

ョ
ウ
ダ
イ
関
係

に
基
づ
く
二

二
二
世
代
間

の
親
族
認
知

の
概
念

で
あ
る
と
言
え

よ
う
。
ま

た
血
縁
に
基
づ
く

8
ぴq
旨
黒
O
の
と
婚
姻

に
よ
る

9。
曲
旨
$

と

は
明
確
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に
区
別

さ
れ
、
特

に
後
者

は
エ
ン
ビ
キ

ーー

ハ
ロ
ー
ジ
と
呼
ば

れ
る
。

(
1
)

ヒ
キ
の
構
造

奄
美
諸
島

の
ヒ
キ
の
性
格
に
関

し
て
は
、

そ

の
双
系

性

・
父
系
性
を

め
ぐ

っ

て
論
争

が
展
開
さ
れ
、

結
局
は
祖
先

と

の
関
係

に
基
礎

を
お
く

血
縁
概
念

で
あ

る

と
の
見
方

に
落

着

い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
れ

は
ヒ
キ
が
様

々
な
社
会
生

活

の
場
面

に
、
多
様
な
様

相
を
示
す
と
い
う
性
格

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と

思

わ
れ
る
。
実
際

に
、

ム
ラ
人

の
意

識
し

て
い
る

ヒ
キ
の
観
念

も
、
そ
の
場
面

・
場
面

で
、
父
系
的

で
あ

っ
た
り
、
多
系
的

で
あ

っ
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ

こ
で
我

々
は
多
様
な
様
相
を
示
す

ヒ
キ
の
性
格
を
分
析
す
る
手
掛

り
と
し
て
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ビ
キ
が
血
縁
集
団

に
関
す
る

の
か
、

血
縁

関
係

に
関
す
る

の
か
と
い
う
視

点
か

ら
考

祭
す

る
こ
と

に
し
よ
う
。

ヒ
キ
が
村

落
社
会
生
活
で
問
題

に

(顕
在

化
)

さ
れ

る
の
は
、

た
と
え
ば
、
配
偶
者

の
選
定
、

祖
先
祭
祀
、

女
性

司
祭
者

(
ノ

ロ
)
役

の
継
承

や
儀
礼
的
地
位

(
グ
ジ
)

の
継

承
な
ど
で
あ
る
。

(
2
)

血
縁
関
係
認
知

の
次

元
で
の
ヒ
キ

奄
美
諸
島
全
域

に
わ
た

っ
て
、
自
分

は
父

の
ヒ
キ
、
母

の
ヒ
キ
、
祖
母

(
父

の
母
)

の
ヒ
キ
で
あ
る
と

い
う
風

に
、
多
系
的

に
血
縁
関
係

が
辿

れ
る
限

り
、

上
位
世
代
者
と

の
関
係
付

け
を
す
る
ヒ
キ
認
識

が
あ
る
。
こ
れ
は
理
論
的
可
能

性
と

し
て
、
自
分

よ
り

一
世
代

上
で
は
父

の
ヒ
キ
、
母

の
ヒ
キ
の
二

つ
、

二
世

代
上

で
は
四
つ
と

い
う
具
合

に
、

・。
。
(ミ

は
世
代
数
)

の
系

が
考

え
ら
れ
る
。

し

か
し
実
際

に
は
、
そ
れ
ら

の
系

が
無
限

に
拡
大

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

あ
る

範
囲
内

で
系
が
選
択

さ
れ
て

ヒ
キ
が
認
知

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
奄

美
大
島

で
は
、

ヒ
キ
が
自
分

か
ら

四
世
代
前

の
男
女

い
ず
れ
か

一
方

の
親
を
選

択

す
る
が
、
そ
れ

は
ど
ち
ら
か
に
決
定

し
て
な
く
、

い
わ
ゆ

る

餌
目
包

舞
興
9。
一

に
血
縁
関
係
が
設
定

さ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
奄
美
大
島
田
検

で
は
、

ヒ
キ
に
は

二

つ
の
意
味
が
あ
り
、

}
は
同

]
祖

先

か
ら
分
か
れ
た
親
族
集

団
で
、
広
義

の

ヒ
キ
で
あ
り
、
他

の

一
は
自
己
を
中
心

に
し

て
、
独
立
し
た
兄
弟
姉
妹
、
叔
伯

父
母
、

イ
ト

コ
、
イ
ト

コ
チ
ガ
イ
を
含

む
範
囲

で
、
更

に
は
祖
父

・
孫

の
代

の

上
下

二
世
代

に
及
ぶ
と
さ
れ
る
。
同
様
な

こ
と
は
沖
永
良
部
島
西
原
の

バ
ラ
に

つ
い
て
も
い
え
る
。

い
ず

れ
に
せ
よ
、

血
縁
関
係
認
知

の
次
元

で
の
ヒ
キ
は
父

系

な
い
し
単
系
血
縁

を
意
味
す
る
性
格

で
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
の
認

知
観
念

は
、

た
と
え
ば
配
偶
者

の
選
択

に
お

い
て
顕
在
化
す
る
。
喜
界
島

で
は

僅
諺

に

「
畑
を
買
う
な
ら
ア
ラ
ジ

(
荒
地
)

の

つ
い
た

の
を
買
え
、
嫁

を
貰
う

な
ら
ヒ
キ
を
見

て
貰

え
」

と
あ

る
よ
う

に
、
配
偶
者

の
選
定

に
は
ヒ
キ
が
問
題

に
な
る
。

こ
の
場
合
、

ヒ
キ
の
良

し
、
悪
し
が
大
き
く
作
用
し
、
そ
れ
は
先
祖

の
行
状

・
功
績
な

い
し
身
体
的
特
徴
な
ど

に
よ

っ
て
判
定
さ
れ
て

い
る
。
そ

し

て
当
事
者

の
父

の
ヒ
キ
、
母

の
ヒ
キ
、
更

に
は
父

の
母
、
母

の
母

の
ヒ
キ
ま

で

遡

っ
て
問
題

に
さ
れ
、
父

の
ヒ
キ
が
良
く
、
母

の
そ
れ
が
悪

い
と
判
断

さ
れ

る

と
、
話

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な

い
場
合

が
起

る
。

こ
の
例

か
ら
も
、

ヒ
キ
が
多

系
的

に
認
知
さ
れ
、
問
題

に
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
自
分
と
先
祖

と

の
血
縁
関
係
認
知

の
次
元

で
の
ヒ
キ
は
、

ど
れ
か

一
つ
の
系
が
強
調
さ
れ
る
こ
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と
な

く
、

あ
る
範
囲
内

で
辿
れ
う

る
系

の
す
べ
て
が
同

じ
程
度
に
関
係

を
も

つ

の
で
あ
る
か
ら
、
多
系
的
性
格
を
示
す

と
言
え
よ
う
。

(
3
)

血
縁
集
団

へ
の
帰
属

の
次
元

で
の
ヒ
キ

奄
美
諸
島
全
域

に
わ

た

っ
て
、

血
縁
関
係

に
基
づ

い
て
、
姓
や
家
名
、

な
い

し
屋
敷
名

を
冠

し
た
親
族

(
血
縁
)
集
団

の
存
在
が
指
摘
さ
れ
、

ヒ
キ
は
そ
の

よ
う

な
集
団

へ
の
帰
属

に
関

し
て
用

い
ら
れ
る
。

こ
の
集
団
は
～

ビ
キ
と
か
～

バ
ラ
と
呼
ば
れ
、

}
般

に
、
墓
地
を
共
同

に
す

る
と

か
、
特
定

の
神
社

を
管

理

・
司
祭

す
る
氏
子
集
団
を
形
成
す

る
と
か
、
ま

た
、
あ
る
拝
所

の
氏
子
集

団
を

形
成

す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ

の
集
団
構
成

の
原
理
も
父
系

血
縁

を
建

前

と
し
て
い
る
。
喜
界
島

で
は
、
明
確

に
系
譜
関
係
が
確
認
さ
れ

る

親

族

の

伽q
3
自
℃
貯
σq

が
認
め
ら
れ
る
。

こ

の
軸
と
な
る
象
徴
物

は
、

ム
ヤ
と
呼
ば

れ
る

共
同
墓
地

で
あ

る
。

ム
ヤ
は
断
崖

の
中
腹

に
掘
ら
れ

た
横
穴
式
洞

穴
墓
所

で
、

奄
美
諸
島

の
中

で
も
喜
界
島

に
特

に
顕
著

で
あ
る
。
そ

の
中

に
は
、
血
縁
集
団

(
ヒ
キ
集

団
)

の
中
心
家

で
あ
る
ラ

ヤ
ム
ト
ウ

(
宗
家
)

の
管

理
す
る
オ
ヤ
デ

ラ

(家
形

の
墓
石

11
宗
墓

)
が
中
央

に
安
置

さ
れ
、
そ

の
周
囲

に
ヒ
キ
成
員

の

テ
ラ

(
墓
)

が
置

か
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
宗
墓

の
周
囲

に
置

か
れ
た
墓

は
、

二

二
二
男

が
分
家
創
設

し
た
場
合

の
も

の
が
多
く
、
そ

の
場
合
は
、
父

の
ヒ
キ

の
ム
ヤ
に
彼
等

の
墓

を
設
置

す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
血
縁
集

団

へ

の
帰
属

は
父
系

の
血
縁
関
係

を
辿

っ
て
な
さ
れ

る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
す
な

わ
ち
、
自
分

の
墓

が
ど

の
宗
墓

と

一
緒

に
な

っ
て
い
る
か
に
よ

っ
て
自
分

の
所

属
す

る
血
縁
集

団
が
確
認
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
各

ヒ
キ
成
員

が
宗
家

へ

一
堂

に
会

し
、
排
他
的
集
団
を
形
成
し

て
共
同
祭
祀

を
実
修

す
る
と
い
う
機

会

は
な
く
、
た
だ
祖
先
祭
祀

(
後
述
)

の
際

に
、
個
人
毎

に
宗
墓

へ
参
詣
す
る

と
い
う
親
族
行
動

を
と
る
に
過
ぎ
な

い
か
ら
、

そ

の

"
血
縁
集
団
"

は
観
念
的

次
元

で
の
集

団
構
成

と
見

な
し
た
方
が
妥
当

で
あ
る
よ
う
に
思
え

る
。

こ
の
よ

う
な
墓
を
共
同
に
し
、
父
系
を
建
前

と
す
る

血
縁
集
団
は
奄
美
大
島
、
沖
永
良

部
島
な
ど
に
も
存
在
す
る
。
奄
美
大
島

に
は
、

ヒ
キ
単
位

で
八
幡
神
社

と
か
琴

平
神
社
な
ど
を
世

話
す
る

一
種

の
氏
子
集
団

の
形
成

も
見

ら
れ
る
。

こ
の
氏
子

集
団

へ
の
帰
属

に
関
し
て
は
、
父
系
を
建
前
と
す
る
が
、
婿
入
婚
が
生

じ
た
場

合

に
は
母
を
通

し
て
な
さ
れ
る
。

し
か
し
嫁
入
婚

に
お

い
て
は
母
を
通

し
て
氏

子
集
団

へ
帰
属

す
る
と

い
う

わ
け
で
は
な
く
、
常

に
父
系

の

一ぎ
。
が
優
先
さ
れ

る
の
で
あ
り
、
現
象

面
か
ら
、
あ

る
い
は
統
計
的
資
料

の
み
で
、

そ
れ
を

勢
亭

び
9

什霞
巴

と
見

な
す

の
は
早
計

で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
ま

た
徳
之
島

に

は

ア

モ
ト
と
称
さ
れ
る
拝
所

が
あ
り
、

そ
の
司
祭
を
中
心
と
す
る
氏
子
集
団
が
形
成

さ
れ
る
。
拝
所

を
祀

る
本
家

は
男
系
を
建
前
と
し
、
他

は
双
系
的

に
流
動
性
を

示
す

こ
と
か
ら
、
ω冨
ヨ

躍
謬
$
ひq
。
に
近

似
す
る

鴨
o
后

写
oq

で
あ
る
と
言
う
。

更

に
加
計
呂
麻

島

の
女
性
司
祭
者

や
儀
礼
的
地
位

の
継
承
に
お

い
て
は
、

血
縁

集
団

へ
の
帰
属
と
同
様
な
原
理
が
見
出
さ
れ
、
父
系
的
に
継

承
さ
れ
る
と
言
う
。

以
上

の
よ
う
に
、
具
体
的
な
統
合

の
象
徴
物

(
墓
と
か
神
社
な
ど
)

が
存
在

し

な
く
と
も
、
奄
美
大
島
、
沖
永

良
部
島
、
徳
之
島
、
加
計
呂
麻
島
、
喜
界
島

の

52
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い
く

つ
か
の
部
落

で
は
、
父
系

に
傾
斜

し
た
血
縁
集
団

の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、

よ
り
固
定
的
な

血
縁
集
団

へ
の
帰
属

の
次
元

で
の
ヒ

キ
は
、
父
系
的
性
格

を
示

す
と
言

え
よ
う
。

(
4
)

ハ
ロ
ー
ジ

・
チ

ョ
ウ
デ

ー
の
構
造

〈
ヒ
キ
〉
〈
バ
ラ
〉
系

と
重
複

し
て
、
〈
ハ
ロ
ー
ジ
〉
。
〈
チ

ョ
ウ
デ
i
>
系

の
親

族
概
念
が
あ
る
。

ハ
ロ
ー
ジ
は
父
方

・
母
方
を
区
別
す

る
こ
と
な
く
自
己
を
中

心

に
し

て
上
下

三
世
代
く
ら

い
を
範
囲

と
す
る

需
お
§

巴

霞
民

器
α
と
見
な

せ
る
よ
う

で
あ
る
。
そ

し
て
キ

ョ
ー
デ

(
チ

ョ
ウ
デ
ー
)
は
兄
弟
姉
妹
関
係

の

概
念

の
延
長

で
あ
り
、
同

一
世
代

に
限
ら
ず
、
父

・
母
方

双
方

の
オ

ジ
、
オ
バ
、

な

い
し

は
子
供
達
を
も
含
む
、
自
己
を
中
心

と
し
て
上
下

一
世
代
を
範
囲
と
し

て
い
る
。

ハ
回
ー
ジ

・
キ

ョ
ー
デ

は
い
ず

れ
も

血
族

に
限

ら
ず
姻
族
を
も
含
む

性
質

で
あ
る

よ
う
だ
が
、
そ

の
両
者
が
併
存
す

る
地
域

に
お

い
て
、
前
者
は
後

者

よ
り
遠

い
血
族
な

い
し
姻
族
を
指
し

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
親
族
概
念

で
意

識

さ
れ
る
親
族
行
動

は
日
常
生
活

で
の
援
助
や
通
過
儀
礼
な
ど

に
お
け
る
相
互
扶

ゆ
い

助
的
関
係
や
労
働
上

の
結
な
ど
を
通
し

て
顕
在
化
す

る
。

(
5
)

ヒ
キ

と

ハ
ロ
ー
ジ

・
チ

ョ
ウ
デ

ー

ヒ
キ
と

ハ
ロ
ー
ジ

・
チ

ョ
ウ
デ

ー
の
違

い
を

「
ヒ
キ
は
祖
先

か
ら
子
孫
に

つ

な
が
る

血
す

じ
(
血
統
)
で
、

キ

ョ
ウ
デ

ー
は
イ
ト

コ
達

の
様

な
横

の
つ
な
が
り

を
さ
す
」

と
ム
ラ
人
が
説
明

し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
前

者
が

碧

8
警
自

o
①
曇
Φ
聴
Φ
α

な
概
念

で
、
後
者

が

o
oq
o

o
Φ
暮
o
吋
o
畠

な
そ

れ
で
あ

る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
そ
し

て
実
際
の
村
落
生
活

に
お
い
て

ヒ
キ
が
顕
在
化
す
る

の
は
、

一
般
に
配
偶
者

の
選
定

と
い
う
集
団

の
存
続

に
係

わ
る
こ
と
、
祖
先
祭
祀

に
お

け
る
祖
先

と
の
系
譜
関
係

の
確
認
、
神
社
や
小
祠

な
ど
を
祭
祀
す
る
氏
子
集
団

へ
の
帰
属
、

な

い
し
は
女
性
司
祭
者

や
儀
礼
的
地
位
の
継
承

と
い
う
特
定

の
地

位
取
得

に
関
す

る
分
野
な
ど

に
お

い
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
〈
ハ
ロ
ー
ジ
〉

〈
チ

ョ
ウ
デ

ー
〉

は
日
常
生
活
、
通
過
儀
礼
や
労
働

に
お
け

る
相
互
扶

助
的
関

係

の
設
定

と
い
う
分
野

で
顕
在
化
す
る
。
以
上
の
構
造

・
機
能

の
相
違

か
ら
、

〈
ヒ
キ
〉
系

の
親
族
概
念

は
、
祖
先
と

の
系

譜
関
係

に
基
づ

い
て
自
己

の
位
置

を
認
知

・
確
定
す

る
性
質

で
あ
り
、
〈
ハ
ロ
ー
ジ
〉
〈
チ

ョ
ウ
デ
ー
〉
系

の
そ
れ

は
、
両
親

と
の
関
係

に
基
づ

い
て
イ

ト

コ
や
兄
弟
姉
妹
な

い
し
は
限
定

さ
れ
た

世
代
間

で
の
自
己

と
の
親
族
関
係
を
認
識
す
る
性
質

で
あ
る
と
言

え
よ
う
。

そ

し
て
あ
る
種

の
集
団

(
氏
子
集
団
や
祭
祀
集
団
な
ど
)

の
"
建

冨
二
8

(帰
属
)

に
関

し
て
は

〈
ヒ
キ
〉

は
父
系
的
な
か
た
よ
り
を
示
す
が
、
〈
ハ
ロ
ー
ジ
〉
〈
チ

ョ
ウ
デ
ー
〉

は
あ
く
ま

で
双
系
的

で
あ
る
。
結

局
、
鮎
Φ
の
8
暮

(
出

自
)

の
概

念

を
単
系
親
族
組
織

の
み
に
限
定
す
る
と

い
う
視
点

に
拘
泥
し

な

い

な

ら
、

〈
ヒ
キ
〉

は
ま

さ
に

α
⑦ω
o
⑦
暮

の
概
念

で
、
〈
ハ
ロ
ー
ジ
〉
〈
チ

ョ
ウ

デ

ー
〉

は

臼
冨
菖
§

に
基

づ
く

娼
o
屋
o
口
巴

匡
ロ
臼
o
ユ

の
概
念

で
、

そ
れ
ぞ

れ
理
解

で
き
る
よ
う

に
思

わ
れ
る
。

(
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